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〔注意事項〕

1. 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

2. 解答には黒鉛筆または黒シャープペンシルを使用しなさい。

3. 氏名および受験番号を解答用紙の所定の記入欄に必ず記入しなさい。

4. この問題冊子には，問題 1, 2, 3, 4, 5 があります。全ての問題に解答し
なさい。

5. 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁および解答用紙の
汚れ等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせなさい。

6. 解答は必ず解答用紙の指定箇所（問題番号と一致するところ）に記入し
なさい。

7. 下書きにはこの問題冊子の余白を使用しなさい。

8. 試験終了後，問題冊子を持ち帰りなさい。
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1 次の定積分を求めよ。

(1)

∫ e

1

x(log x)2 dx

(2)

∫ π
4

0

dx
sin2 x+ 3 cos2 x
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2 aを 1
2

< a < 1を満たす定数とする。関数

f(x) = a log(1 + x) + (1− a) log(1− x) (−1 < x < 1)

に対して，y = f(x)のグラフをC とする。次の問いに答えよ。

(1) f(x)の増減，凹凸を調べ，C の概形を描け。

(2) C と x軸が x = 1
2
で交わるとき，aの値を求めよ。

(3) (2)で求めた aに対し，C と x軸で囲まれる部分の面積を求めよ。
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3 xy 平面上に，定点 A(0, 3)，直線 ℓ : (cos θ)x + (sin θ)y = k および円
C : x2 + y2 = 2がある。ただし，0 ≦ k <

√
2，0 ≦ θ < 2π，3 sin θ \= kと

する。ℓと C の 2交点を P，Qとし，△APQの面積を S とするとき，次の
問いに答えよ。

(1) Sを k，θで表せ。

(2) kを固定し，θを動かしたときの S の最大値を f(k)とする。f(k)を
求めよ。

(3) (2)で求めた f(k)を最大にする kの値を求めよ。

— 8 —



— 9 —



4 xy平面上の x ≧ 0の範囲で，直線 y = xと曲線 y = xn (n = 2, 3, 4, · · · )
により囲まれる部分をDとする。Dを直線 y = xのまわりに回転してでき
る回転体の体積を Vnとするとき，次の問いに答えよ。

(1) Vnを求めよ。

(2) lim
n→∞

Vnを求めよ。
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5 a を正の数とするとき，2 曲線 y = cos x
(
0 ≦ x ≦ π

2

)
と y = a sin x(

0 ≦ x ≦ π
2

)
および y軸で囲まれた部分の面積を Sとする。次の問いに答

えよ。

(1) aを Sで表せ。

(2) nを 2以上の整数とするとき

log n ≦
n−1∑
k=1

1
k

≦ 1 + log n

であることを示せ。

(3) 2以上の整数 nに対し，Enを次のように定める。
k = 1, 2, · · · , n − 1の各 kに対し，S = k

n
のときの aを ak とお

き，En = 1
n− 1

n−1∑
k=1

akとする。
このとき

lim
n→∞

En

log n

を求めよ。
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